
ソフトウェアの快適な動作に
お勧めのワークステーション×

https://mfrdx.applied-g.com/または アプライド DXデジタル丸ごとアプライド

Boltz-2
オープンソース生体分子基盤モデル



https://mfrdx.applied-g.com/アプライド DX検索
デジタル丸ごとアプライド

アプライド株式会社 広域システム営業部■関東営業所 東京都千代田区神田小川町１−11‐4F  TEL：03-5280-9255
■東海営業所 名古屋市西区上名古屋三丁目25-28-5F TEL：052-325-2782

■関西営業所 大阪市淀川区西中島2丁目14-6-5 TEL:06-6838-4123
■九州営業所 福岡市博多区上牟田1丁目6-23    TEL：092-481-7812

基本仕様
■CPU：AMD Ryzen Threadripper 9960X 

4.2-5.4GHz 24C/48T
■チップセット：AMD TRX50
■メモリ：128GB（32GB×4）

DDR5-5600 ECC RDIMM
■OS： Ubuntu24.04 LTS
■SSD：SSD 1TB M.2 NVMe + 4TB M.2 NVMe
■GPU：NVIDIA RTX PRO 5000 Blackwell 

48GB-GDDR7
■電源：1200W  (80PLUS Plutinum認証)
■標準保証：ハードウェア3年間 （センドバック）

販売価格 お問い合わせください

ソフトウェアの快適な動作に
お勧めのワークステーション×

Boltz-2
オープンソース生体分子基盤モデル

基本仕様
■CPU：AMD Ryzen9 9950X3D 

4.3-5.7GHz 16C/32T
■チップセット：AMD X870
■メモリ：64GB（32GB×4）

DDR5 UDIMM
■OS： Ubuntu24.04 LTS
■SSD：SSD 1TB M.2 NVMe + 4TB M.2 NVMe
■GPU：NVIDIA GeForce RTX 5090 

32GB-GDDR7
■電源：1200W  (80PLUS Plutinum認証)
■標準保証：ハードウェア1年間 （センドバック）

販売価格 お問い合わせください

Boltz-2向けPC選定のポイント

Boltz-2のAI推論（構造計算や結合親和性の計算）はGPUに大きく依存し、VRAMの容量、さら
にメインメモリの容量が重要。ただし、Alphafold3やOpenfold3と比較すると推論プロセスが
最適化されており、要求スペックは若干低めになります。また大規模なデータベースをローカ
ルにダウンロードして参照するためDドライブに高速なNVMeSSDが必須です。
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